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・
霧

盛
大
に
第
3
2
回
日
本
仏
教
徒
会
議
の
開
会
式

大
鳴
門
橋
完
成
を
記
念

　
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大
会
は
、
去
る
十
月
二
十
四

日
、
大
鳴
門
橋
完
成
を
記
念
し
て
徳
島
市
・
郷
土
文
化
会
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
は
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
人
類
の
し
あ
わ
せ

と
世
界
平
和
を
求
め
て
手
を
つ
な
ご
う
1
全
仏
教
徒
は
こ
ぞ
っ
て
慈
悲

の
実
践
活
動
を
進
め
よ
う
一
し
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
県
内
外
の
僧
、
信

徒
ら
約
八
百
五
十
人
が
出
席
、
四
つ
の
部
会
で
熱
心
な
討
議
を
行
い
、

実
り
あ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

　
　
（
式
典
〉

　
午
前
九
時
四
十
五
分
、
野
口
善
雄
・
全
仏
事

務
次
長
の
開
式
の
こ
と
ば
、
続
い
て
矢
萩
信
顕

・
四
仏
事
務
総
長
に
よ
る
開
会
宣
言
で
大
会
の
幕

が
あ
け
た
。
ま
ず
安
立
清
雄
・
大
会
実
行
委
員

長
に
よ
り
大
会
旗
が
入
場
、
藤
井
實
慮
・
大
会

総
裁
（
全
仏
会
長
・
浄
土
門
主
）
導
師
の
も
と

・
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
続
い
て
藤
井
大
会
総

裁
式
辞
、
阿
部
慶
昭
・
全
仏
理
事
長
挨
拶
（
矢

萩
事
務
総
長
代
読
）
、
大
橋
戸
畑
・
大
会
長
、

（
徳
島
県
仏
会
長
）
挨
拶
が

あ
り
、
次
に
来
賓
と
し
て

柳
川
覚
治
・
自
由
民
主
党

文
教
局
次
長
、
三
木
申
三

あ
い
さ
つ
す
る
藤
井
大
会

総
裁
（
左
）
と
基
調
講
演

の
本
多
師
（
右
）

・
徳
島
県
知
事
（
代
理
）
、
三
木
俊
治
・
徳
島
市

長
（
代
理
）
が
各
々
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
韓

国
仏
教
界
か
ら
呉
緑
園
・
韓
国
仏
教
宗
団
協
議

会
会
長
（
大
韓
仏
教
曹
漢
宗
総
務
院
長
）
ら
十

人
が
大
会
に
出
席
し
、
呉
会
長
が
挨
拶
し
た
。

式
典
は
こ
の
後
祝
電
披
露
で
終
了
し
、
た
だ
ち

に
基
調
講
演
と
な
っ
た
。

本
多
師
が
基
調
講
演

　
　
（
基
調
講
演
〉

　
午
前
十
時
四
十
分
か
ら
全
仏
前
理
事
長
の
本

多
賢
国
師
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
顧
問
会
議
長
）

が
「
世
の
中
安
穏
な
れ
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
ま
ず
、
　
「
人
間
の
願
い
は
昔
も
今
も
変
わ
ら

な
い
。
い
つ
の
時
代
で
も
本
当
に
安
ら
か
に
楽

し
く
生
き
た
い
も
の
だ
」
と
述
べ
、
科
学
技
術

の
進
歩
に
伴
い
生
活
も
便
利
に
な
っ
た
反
面
、

人
間
が
絶
滅
す
る
よ
う
な
兵
器
の
発
展
も
あ
る

と
指
摘
し
た
。
人
を
愛
し
慈
し
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
間
が
、
兵
器
を
つ
く
り
人
を

殺
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
罪
は
な
い
と

し
、
正
し
い
事
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
時
、

仏
の
心
で
あ
る
安
ら
ぎ
を
広
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
人
間
が
本
当
の
人
間

の
心
に
帰
る
た
め
に
は
、
人
間
の
道
を
明
ら
か

に
私
達
の
前
に
示
し
て
下
さ
る
仏
陀
の
言
葉
を

聞
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

　
　
（
総
会
〉

　
続
い
て
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
野
田
英
隆
・

全
仏
総
務
局
長
に
よ
る
開
会
の
辞
で
始
ま
っ
た

総
会
は
、
ま
ず
仮
議
長
に
矢
萩
事
務
総
長
を
選

び
、
議
長
団
の
選
出
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

議
長
に
江
連
俊
則
・
埼
玉
県
仏
教
会
副
会
長
、

副
議
長
に
鈴
木
龍
珠
・
大
阪
府
仏
教
会
会
長
、
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岩
崎
宗
秀
・
東
京
都
仏
教
連
合
会
理
事
長
が
選

ば
れ
、
議
長
挨
拶
の
後
、
議
事
を
開
始
し
た
。

　
最
初
に
中
村
昌
之
・
全
仏
組
織
局
長
が
大
会

幹
事
を
紹
介
し
、
河
野
亮
永
・
大
会
幹
事
長
が

挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に
中
村
局
長
か
ら
、
．
議
事

運
営
規
則
並
び
に
提
出
意
見
発
題
取
扱
規
則
の

説
明
、
各
部
会
意
見
発
電
の
上
程
と
部
会
編
成

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
次
に
、
矢
萩
事
務
総
長

か
ら
全
仏
事
務
報
告
を
行
い
、
午
前
の
総
会
を

終
了
し
た
。

　
昼
食
休
憩
時
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

渦
潮
太
鼓
、
宗
教
舞
踊
、
阿
波
踊
り
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
午
後
の
総
会
に
先
立
ち
特
別

講
演
と
し
て
、
朴
畑
詰
・
大
韓
仏
教
天
台
宗
元

老
院
長
が
「
日
日
両
国
の
仏
教
交
流
が
世
界
平

和
に
寄
与
す
る
道
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
“
阿
波
踊
り
々

　
午
後
の
総
会
は
三
時
よ
り
開
会
さ
れ
た
。
議

長
挨
拶
が
あ
り
議
事
に
入
っ
た
。
ま
ず
各
部
か

ら
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
塩
入
亮
達
・
宣
言

決
議
文
起
草
委
員
長
か
ら
「
宣
言
決
議
文
」
案

が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
の
拍
手
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。
最
後
に
野
田
局
長
の
閉
会
の
辞
で

総
会
を
終
了
し
、
た
だ
ち
に
閉
会
式
と
な
っ
た
。

　
　
〈
宗
派
代
表
者
懇
談
会
〉

　
午
前
の
総
会
終
了
後
、
十
一
時
半
か
ら
昼
食

を
兼
ね
て
宗
派
代
表
者
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

藤
井
門
主
を
は
じ
め
各
宗
の
代
表
者
約
二
十
名

が
出
席
し
た
。

　
懇
談
会
は
、
川
島
庶
務
部
長
が
司
会
者
と
な

っ
て
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
川
島
部
長
か
ら
税
務

問
題
の
報
告
が
あ
り
、
緊
急
な
税
務
問
題
が
発

生
し
た
場
合
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た

中
村
組
織
局
長
か
ら
は
同
和
問
題
の
報
告
が
あ

り
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
向
け
て
の
協

力
要
請
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
加
藤
海
晃
．
ル
ン

ビ
ニ
堅
実
行
委
員
長
よ
り
、
ル
ン
ビ
ニ
着
座
の

復
興
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

第

部
会

　
第
一
部
会
は
「
慈
悲
の
実
践
活
動
」
を
テ
ー

マ
に
、
部
会
長
若
林
隆
光
師
、
副
部
会
長
渡
慈

秀
師
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　
講
師
に
は
作
家
で
浄
土
宗
大
吉
寺
住
職
の
寺

内
大
吉
師
が
、
慈
悲
に
つ
い
て
の
実
践
経
験
か

ら
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
話
し
を
約
一
時
間
講

演
し
た
。
参
加
者
か
ら
、
心
の
ふ
れ
あ
い
が
実

際
の
効
果
の
上
に
も
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
話
し
、

布
教
活
動
の
方
法
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
あ

っ
た
。

第
二
部
会

　
第
二
部
会
は
、
　
「
生
涯
教
育
と
寺
院
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
、
近
藤
隆
西
部
会
長
、
岡
村
圭
真

副
部
会
長
、
本
間
孝
道
助
言
者
の
各
師
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
山
田
法
胤
・
法
相
宗
宗

務
長
が
「
仏
教
は
生
涯
教
育
」
と
題
し
て
、
人

間
は
未
来
の
世
界
を
考
え
て
教
育
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
見
当
量
。
次
に
東
京
ブ

デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
山
田
’
一
真
師
が
「
”
和
”
と

”
思
い
や
り
”
の
精
神
を
学
校
教
育
に
よ
り
多

く
採
り
入
れ
る
よ
う
、
仏
教
界
は
積
極
的
に
国

に
働
き
か
け
よ
う
」
と
題
し
て
意
見
発
題
し
、

公
共
機
関
が
仏
教
的
な
考
え
方
を
排
除
す
る
傾

向
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
総
括
と
し
て
、
人
間
．

の
一
生
を
通
じ
て
う
け
る
家
庭
教
育
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
に
関
心
を
も
ち
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
積
極
的
に
寺
院
活
動
の
中
に
こ
れ
を
取
り

入
れ
実
践
活
動
し
て
い
こ
う
と
結
ん
だ
。

第
三
部
会

　
第
三
部
会
は
、
「
い
の
ち
（
人
権
問
題
）
」
を

テ
：
マ
に
、
新
井
智
清
華
会
長
、
福
島
誠
浄
副

部
会
長
、
鷲
山
報
酬
助
言
者
の
各
師
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
。
近
藤
覚
玄
師
（
高
野
山
真
言
宗
）

が
「
“
い
の
ち
”
に
つ
い
て
」
、
横
山
手
空
師

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
が
「
僧
侶
の
使
命
」
、
小

峰
一
罪
師
（
真
言
宗
智
山
派
）
が
「
”
い
の
ち
”

の
問
題
」
、
新
間
智
照
師
（
日
蓮
宗
）
が
「
全

人
類
的
な
視
野
に
立
ち
人
間
尊
重
を
」
、
橘
了

法
師
（
真
宗
大
谷
派
）
が
「
わ
れ
い
ま
真
の
仏
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教
徒
た
ら
ん
」
を
各
々
意
見
発
題
し
た
。
ま
た

助
言
者
の
鷲
山
師
よ
り
、
眠
れ
る
宗
教
者
か
ら

目
覚
め
る
宗
教
者
へ
の
自
覚
を
も
ち
「
同
宗
連
」

の
本
質
を
再
確
認
し
、
行
動
を
お
こ
し
て
互
い

の
い
の
ち
を
生
か
そ
う
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
を
部
会
決
議
と
し
た
。

第
四
部
会

　
第
四
部
会
は
、
　
「
仏
教
徒
の
救
援
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
田
中
光
成
部

会
長
、
庄
野
光
昭
副
部
会
長
、
有
馬
実
成
助
言

者
の
各
課
の
進
行
に
よ
っ
た
。
ま
ず
（
曹
洞
宗

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
有
馬
師
よ
り
救
援
活
動
の

実
態
に
つ
い
て
話
し
を
聞
き
、
救
援
活
動
の
種

類
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
の
必
要
性
が

一3一
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強
調
さ
れ
、
救
援
さ
れ
る
側
の
人
権
の
最
優
先

し
た
活
動
を
訴
え
た
。
次
に
意
見
発
題
と
し
て
、

全
日
本
仏
教
青
年
会
の
伊
藤
佳
通
運
が
「
国
際

救
援
活
動
連
絡
協
議
会
の
設
立
を
」
と
題
し
て

行
い
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
仏

教
徒
に
よ
っ
て
救
援
活
動
を
し
て
い
る
団
体
は

連
絡
協
議
会
を
設
立
し
た
い
と
述
べ
た
。

　
　
〈
閉
会
式
〉

　
午
後
四
時
よ
り
閉
会
式
と
な
っ
た
。
は
じ
め

に
大
会
副
会
長
で
も
あ
る
安
立
大
会
実
行
委
員

長
が
挨
拶
七
、
次
に
、
大
会
参
加
者
を
代
表
し

て
小
野
田
章
神
・
愛
媛
県
仏
教
会
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
木
辺
宣
慈
・
真
宗
木
辺
派
管
長
の
発

声
で
万
歳
三
唱
、
井
上
日
宏
・
全
周
国
際
文
化

局
長
閉
会
の
辞
で
、
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
徳
島
大
会
は
、
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

　　

ｺ
戯

馨
臼
田
、

雲遭Aが

蒙
旧

都
道
府
県
仏
代

表
者
会
議
開
く

　
第
三
十
二
回
全
仏
大
会
の
前
日
、
二
十
三
日

午
後
二
時
か
ら
、
徳
島
市
東
急
イ
ン
ホ
テ
ル
を

会
場
に
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。

　
斉
藤
組
織
部
長
の
司
会
に
よ
り
会
議
は
進
め

ら
れ
、
最
初
に
矢
萩
信
顕
・
全
仏
事
務
総
長
導
師

の
も
と
三
帰
雄
文
を
唱
和
し
た
。
引
き
続
き
矢

萩
事
務
総
長
、
安
立
清
雄
・
全
日
本
仏
教
徒
会

議
徳
島
大
会
実
行
委
員
長
、
大
橋
覚
何
・
徳
島

県
仏
会
長
の
各
師
の
挨
拶
が
あ
っ
て
議
事
に
入

東
急
イ
ン
ホ
テ
ル
の
代
表
者
会
議

榊
　
東
洋
一
を
誇
る
大
鳴
門
橋
完
成
慶
事
を
記

　
念
し
、
徳
島
県
仏
教
会
と
の
共
催
の
も
と
に

　
開
催
さ
れ
た
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会

　
議
徳
島
大
会
は
、
全
日
本
仏
教
会
加
盟
諸
宗

　
派
諸
団
体
の
代
表
並
び
に
檀
信
徒
が
結
集
し
、

　
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
人
類
の
し
あ
わ
せ

を
部
会
テ
ー
マ
と
し
て
真
剣
に
討
議
し
合
っ
た

結
果
、
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。

　
一
、
大
乗
仏
教
は
自
利
・
利
他
の
精
神
に
基

づ
い
て
出
発
し
た
。
人
類
の
し
あ
わ
せ
と
い
い
、

世
界
の
平
和
と
い
う
も
真
の
実
現
は
．
慈
悲
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一

と
世
界
の
平
租
を
求
め
て
手
を
つ
な
ご
う
」

一
丁
仏
教
徒
は
こ
ぞ
っ
て
慈
悲
の
実
践
活
動

を
進
め
よ
う
一
を
大
会
チ
ー
ム
と
し
て
四
部

会
に
分
か
れ
、
各
分
科
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
、
「
慈
悲
の
実
践
活
動
」
、
「
生
涯
教
育
と

寺
院
活
動
」
、
「
い
の
ち
（
人
権
問
題
）
」
、

「
仏
教
徒
の
救
援
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

人
一
人
が
そ
の
処
に
於
て
慈
悲
の
実
践
に
ま
い

進
ず
る
こ
と
を
誓
願
す
る
。

　
二
、
人
間
の
一
生
を
通
じ
て
受
け
る
家
庭
教

育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
強
い
関
心
を
持

ち
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
積
極
的
に
寺
院
活
動
の

中
に
こ
れ
を
取
り
入
れ
、
実
践
活
動
に
つ
と
め

る
。

　
三
、
我
々
仏
教
徒
は
、
　
「
い
の
ち
」
が
本

当
に
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
　
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
要
求
の
運

動
を
自
ら
の
生
き
方
の
問
題
と
し
て
取
り
組

む
。　

四
、
仏
教
徒
に
救
援
活
動
団
体
が
、
情
報

交
換
を
す
る
た
め
の
連
絡
協
議
会
を
設
け
、

仏
教
徒
の
力
を
結
集
し
、
よ
り
積
極
的
に
か

つ
効
果
的
な
救
援
活
動
を
展
開
す
る
。

　
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、
互
い
に
い

の
ち
を
尊
重
し
あ
い
、
手
を
た
ず
さ
え
て
、

慈
悲
の
実
践
活
動
を
強
力
に
推
進
す
る
。

　
以
上
宣
言
決
議
す
る
。

　
　
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
四
日

第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大
会

っ
た
。

①
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
復
興
に
つ
い
て

　
井
上
国
際
文
化
局
長
よ
り
資
料
に
も
と
づ
き
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
町
会
に
お
け

る
実
行
計
画
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
。

②
税
務
問
題
と
靖
国
神
社
問
題
に
つ
い
て

　
小
山
時
局
対
策
部
長
よ
り
最
近
の
税
務
問
題

の
説
明
と
、
去
る
九
月
二
十
七
日
付
け
を
も
っ

て
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
税
制
調
査
会
に
対

し
て
、
収
益
事
業
範
囲
の
縮
小
、
金
融
資
産
の

利
子
非
課
税
の
堅
持
、
収
益
事
業
に
対
す
る
法

人
税
率
の
引
き
下
げ
、
の
三
点
に
つ
い
て
慎
重

な
取
扱
い
と
特
段
の
配
慮
方
を
文
書
を
も
っ
て

申
し
入
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
靖
国
問
題
に
つ
い
て

は
、
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に

対
し
て
反
対
声
明
を
八
月
十
二
日
付
け
で
内
閣

総
理
大
臣
宛
申
し
入
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

③
同
和
推
進
に
つ
い
て

　
中
村
組
織
局
長
よ
り
「
部
落
解
放
基
本
法
制

定
要
求
国
民
運
動
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

署
名
運
動
の
協
力
を
要
請
し
た
。

④
そ
の
他

　
各
都
道
府
県
仏
代
表
者
よ
り
種
々
意
見
発
表

が
あ
り
、
最
後
に
野
口
事
務
次
長
よ
り
閉
会
の

挨
拶
が
あ
っ
て
全
て
の
議
事
が
終
了
し
た
。

…
　
御
　
　
礼
　
　
　
　
…

…
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大
…

…
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
…

…
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
…

…
　
　
　
　
　
　
　
（
財
）
全
日
本
仏
教
会
…
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同
宗
連
の
同
和
研
修
会

町
田
宗
夫
師
が
基
調
講
演

　
同
宗
連
に
よ
る
第
九
回
同
和
研
修
会
が
、
去

る
十
一
月
一
、
二
日
の
両
日
、
滋
賀
県
大
津
の

天
台
宗
総
本
山
延
暦
寺
に
お
い
て
、
　
「
同
和
問

題
へ
の
宗
教
者
・
宗
教
々
団
の
関
り
」
を
骨
子

と
し
た
”
変
革
”
を
主
題
に
開
催
さ
れ
た
。

　
一
日
は
、
午
後
一
時
半
よ
り
開
会
式
が
行
わ

れ
、
つ
づ
い
て
二
時
よ
り
、
曹
洞
宗
元
宗
務
総

長
、
全
日
本
仏
教
会
元
理
事
長
で
あ
っ
た
町
田

宗
夫
師
（
曹
洞
宗
禅
昌
寺
住
職
）
に
よ
る
「
プ

リ
ン
ス
ト
ン
か
ら
ナ
イ
ロ
ビ
へ
」
と
い
う
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
師
の
町
田
師
は
、
い
わ

ゆ
る
「
町
田
発
言
」
に
よ
っ
て
部
落
解
放
同
盟

か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
糾
弾
を
受
け
、
こ
れ
を

も
と
に
自
ら
の
真
摯
な
俄
悔
を
根
幹
と
し
て
、

基
調
講
演
を
す
る
町
田
師

　
　
（
写
真
提
供
・
真
言
宗
智
山
派
）

同
和
問
題
へ
の
取
組
み
の
姿
勢
を
切
々
と
語
っ

た
。　

「
プ
り
ン
ス
ト
ン
か
ら
ナ
イ
ロ
ビ
へ
」
と
い

う
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
ま
ず
、
一
九
七
九
年

九
月
五
日
に
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
行

わ
れ
た
第
三
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
基
調

テ
ー
マ
「
世
界
共
同
体
を
志
向
す
る
宗
教
」
）

の
部
会
に
お
い
て
、
　
「
我
々
は
日
本
の
部
落
民

で
あ
る
と
か
、
イ
ン
ド
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル

の
よ
う
な
人
々
の
苦
境
に
深
い
懸
念
を
持
っ
て

い
る
べ
き
で
あ
る
」
　
（
世
界
宗
教
者
平
和
会
議

日
本
委
員
会
発
行
『
部
落
差
別
問
題
取
り
組
み

へ
の
基
本
方
針
』
二
七
頁
引
用
）
と
い
う
報
告

文
に
対
し
、
町
田
師
が
日
本
に
は
差
別
は
な
い

と
し
て
”
日
本
の
部
落
民
”
の
削
除
を
要
求
し

た
、
い
わ
ゆ
る
「
町
田
発
言
」
が
起
っ
た
こ
と

に
ふ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
一
年
一
月
か
ら

計
五
回
に
わ
た
る
解
放
同
盟
か
ら
の
糾
弾
を
経

て
自
ら
が
差
別
問
題
に
め
ざ
め
、
特
に
第
三
回

糾
弾
会
に
お
い
て
「
あ
な
た
自
身
を
よ
く
掘
り

下
げ
て
み
て
下
さ
い
」
と
い
う
助
言
を
受
け
て

一
心
に
自
ら
の
心
の
奥
底
を
掘
り
起
こ
し
、
無

意
識
の
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
差
別
心
が
問
題

で
あ
る
と
確
信
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
こ
そ

が
我
々
宗
教
者
の
真
の
使
命
で
あ
る
と
自
覚
し
、

昨
年
の
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
ケ
ニ
ア
の
ナ

イ
ロ
ビ
）
で
『
反
省
と
決
意
』
を
述
べ
る
ま
で

の
過
程
を
、
町
田
師
は
深
い
自
己
反
省
を
こ
め

て
語
っ
て
い
た
。

’

♂
”
’

’

ン

1幽幽

生
活
は
、
体
温
。

ゆとり、ふくらまそうね。中期国債ファンド

笑っていますか、大きな声で。持っています飢口ずさむ歌。いきいきエブリ西。諏くもりと、ゆとり。

大切な貯蓄も、そんな暮らしのためのものでありたいですね。いかがですカ、有利さで便利さで

いま注目の中期国債ファンド。毎月複利でふえつづけ、しかも出し入れが自由。みなさんの資

金も、上手に活かすなら、ひとまずは中期国債ファンドへ。夢がゆとりがふくらみま曳弾みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽中期国債ファンドの設定・運用は、山一投信委託

預ける貯蓄から、ふやす貯蓄へ。

〒104東京都中央区八重洲2の4の1
魯（03）276－3181（代表｝

崇お申込みの際は受益証券説明書をご覧ください。
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撃
墜
ー
ー
ー
ー
ー
豊
里
ー
塵
一
亘
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

U
協
調
を
は
か
り
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
宗

目
白
宣
揚
に
一
致
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

〔　
る
」
と
あ
り
、
全
真
言
宗
に
関
わ
る
問
題
で

目目
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
活
動
量

目
関
で
は
な
い
。
昭
和
五
十
四
年
、
全
宗
教
界

　
が
同
和
問
題
へ
の
か
か
わ
り
を
も
っ
こ
と
と

　
な
り
、
真
言
各
派
も
よ
う
や
く
取
り
く
み
を

目
は
じ
め
た
が
、
全
真
言
宗
と
し
て
の
連
携
は

〕
な
か
な
か
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

目U〕　

@
真
言
宗
実
践
双
書
に
関
す
る
会
議

回
　
昭
和
五
十
六
年
、
真
言
宗
法
認
研
究
会

意
体
霧
疑
悪

目
と
い
う
こ
と
が
宗
内
教
師
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

目
　
こ
の
書
籍
は
真
言
宗
に
お
け
る
実
用
的
な

　三

V
の
解
馨
で
あ
る
が
、
そ
の
第
琴

目
二
巻
で
江
戸
時
代
の
戒
名
の
つ
け
方
に
関
す

眉
る
文
献
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
方

　
嚢
墨
髭
墨
書
瀦
蘭

回
室
派
に
属
し
、
寄
稿
者
に
智
山
派
．
豊
山
派

口
の
教
師
が
参
加
し
て
い
た
た
め
、
関
係
四
宗

｝派

ｪ
連
絡
を
と
各
い
、
標
記
の
会
議
を
結

r
　
い
わ
ゆ
る
真
言
宗
系
と
称
さ
れ
る
宗
派
は

口
多
数
に
及
ぶ
が
、
そ
の
連
絡
機
関
と
し
て
真

　　
言
宗
各
派
総
大
本
山
会
が
あ
る
。
こ
の
会
は

　
通
称
十
八
大
本
山
会
と
も
い
わ
れ
る
通
り
、

O恩
厳
密
に
は
真
言
宗
系
の
総
て
を
網
羅
し
て
い

目
る
と
は
い
え
な
い
が
、
各
派
間
の
連
携
を
保

目
つ
唯
一
の
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
目

白
・
こ
の
会
は
、
加
重
大
本
山
の
連
絡

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
後
、
四
宗
派
の
会

議
は
編
集
者
や
出
版
会
社
を
含
め
て
、
ほ
と
ん

ど
毎
月
開
催
さ
れ
、
宗
派
・
編
集
者
の
反
省
、

図
書
の
回
収
、
研
修
会
の
開
催
等
の
と
り
く
み

が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
各
派
当
局
者
が
必

ず
出
席
し
て
い
た
が
、
殊
に
事
務
局
を
担
当
さ

れ
た
御
室
派
に
は
大
変
な
高
配
を
い
た
だ
き
、

常
に
宗
務
総
長
が
陣
頭
指
揮
に
当
ら
れ
、
担
当

課
長
等
が
円
滑
な
運
営
を
図
ら
れ
た
。

同
和
問
題
に
関
す
る
真
言
宗
四
宗
派

　
　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

亟
尊
亘
壺
亟
塵
西
朋
翼
亘
亟
壺
麺
■
闘
闘
闘
▼
の
壺
蒔
罵
闘
闘
聾
属
亟
亟

亘

麺
壺
亟
尊

日
新
聞
に
『
性
霊
集
』
の
差
別
表
現
を
指
摘
し

た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
問
題
が
緊

急
に
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
真
言
宗
高
山
会
同
和
委
員
連
絡
会
議

　
御
承
知
の
通
り
性
霊
集
問
題
は
、
同
宗
連
・

全
日
仏
・
真
言
宗
各
山
会
及
び
真
言
宗
各
派
に

対
し
、
解
放
同
盟
の
緊
急
質
問
状
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
全
宗
教
界
の
問
題
と
な
っ
た
。

各
団
体
・
教
団
は
、
各
々
の
教
団
の
問
題
と
し

て
こ
れ
を
と
ら
え
、
各
々
の
教
祖
・
宗
祖
に
関

全
真
言
宗
と
し
て
の
動
き

　
『
実
践
双
書
』
に
関
す
る
と
り
く
み
は
、
昭

和
五
十
九
年
六
月
一
日
に
行
わ
れ
た
焼
却
と
幟

悔
立
誓
式
を
も
っ
て
一
応
の
終
結
を
み
た
。
し

か
し
今
後
も
真
言
宗
全
体
に
関
す
る
と
り
く
み

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
合

意
し
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
を
発
展
的
解
消
し
、

新
た
に
標
記
の
連
絡
協
議
会
を
結
成
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
当
時
の
共
通
課
題
と
し
て
は
、
諸

々
の
教
理
教
典
の
点
検
が
あ
り
、
殊
に
『
三
和

讃
』
の
差
別
表
現
に
関
す
る
目
先
の
課
題
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
の
六
月
号
日
付
朝 栗

山
明
憲
（
全
仏
同
和
委
員
真
言
宗
豊
山
派
）

　
わ
る
指
摘
と
し
て
そ
の
と
り
く
み
姿
勢
を
明
ら

　
か
に
さ
れ
た
。

　
　
し
か
し
、
こ
れ
は
真
言
宗
全
体
に
対
す
る
根

　
本
的
な
指
摘
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
真
言

　
宗
各
山
会
は
急
遽
こ
れ
を
討
議
す
る
た
め
標
記

　
　
の
会
議
を
設
置
し
た
。
二
回
目
の
会
議
で
は
各

　
　
派
の
見
解
を
発
表
し
て
討
論
す
る
こ
と
に
な
つ

　
　
て
い
た
が
、
各
々
の
見
解
に
は
相
当
の
隔
た
り

　
　
が
あ
っ
た
。
結
局
は
統
一
見
解
を
出
す
に
は
至

　
ら
ず
、
各
派
が
こ
の
会
議
を
ふ
ま
え
て
各
々
見

　
解
表
明
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
全
真
言
宗
へ
の
動
き

　
そ
の
後
、
四
宗
派
連
絡
会
議
は
意
見
交
換

を
続
け
、
智
山
派
の
提
案
に
よ
り
、
各
派
の
研

究
者
に
出
席
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
派

が
各
々
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
方
針
、

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

方
法
等
に
つ
い
て
情
報
交
流
を
す
る
こ
と
が

そ
の
目
的
で
あ
る
。
本
年
七
月
の
第
一
予
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

究
会
の
結
果
、
第
二
回
は
各
派
の
研
究
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
、
合
同
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

究
会
が
九
月
に
開
催
さ
れ
た
。
今
後
も
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

研
究
交
流
会
を
続
け
、
性
霊
集
問
題
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

に
全
真
言
宗
の
課
題
に
と
り
く
ん
で
い
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

と
で
意
見
の
一
致
は
み
て
い
る
が
、
そ
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

営
方
法
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
全
真
言
宗
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

活
動
に
で
き
う
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

壺
蒔
亘
壺
壺
壺
画
ロ
ロ
壺
亟
亘
壺
壺
〕
廷
一
壺
亟
i
翼
藍
ー
ー
〕
藍
亘
一
面
亟
亟
亟
亘
口
麺
壺
面
面
壺
壼
亟
麺
壺
贋
亘
壺
〕
墜

一
』

　
　
　
目

　
　
　
闘

　
　
　
目

　
　
　
目

　
　
　
目

　
　
　
目

　
　
　
層

　
性
霊
集
問
題
に
し
て
も
、
差
別
戒
名
問
題

に
し
て
も
、
こ
れ
は
現
在
の
問
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
同
和
問
題
の
と
り
く
み
は
、

現
在
の
宗
派
が
そ
れ
と
同
じ
差
別
を
し
て
い

な
い
か
、
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
を
真
剣
に
討

論
し
行
動
す
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
宗
派
に
お
い
て
も
、
近
日
、
宗
学
研
修
所
・

布
教
研
究
所
・
同
和
推
進
三
遷
会
の
合
同
研

究
会
を
招
集
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
基
本

姿
勢
を
そ
こ
に
置
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@｝

と
共
通
認
識
を
得
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
翼
闘
闘
闘
翼
〕
尊
蒔
画
i
闘
翼
〕

　目目U目自一層目層層一目

、
多
「

一
r
｛
．
．

一
　
イ

㌔
臼
’
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悪
魔

　
あ
る
日
、
カ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
マ
マ
の
鏡
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
鏡
を
二
枚
、
向
い
合
せ
て

立
て
る
と
、
鏡
が
鏡
を
写
し
あ
っ
て
中
に
ト

ン
ネ
ル
が
で
き
ま
し
た
。

「
す
ご
い
わ
ね
え
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
ど
こ
ま

で
続
い
て
る
の
か
し
ら
。
」

　
の
ぞ
き
こ
ん
で
見
る
と
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル

の
奥
の
方
で
何
か
の
影
が
動
い
た
よ
う
で
し

繋
朧
緊

×
　
　
　
X
　
　
　
X
　
　
　
U

艶
、
，
臨

護
　
踊

纏
一
一
）
・

藷
㌍
b
。
掘

麗
・
號
朧

轄
撚

へ
　
　
　
　
　
く
む

鰭
・
観

）
　
　
　
施

　
　
　
ロ

…
灘
撚

繋
朧
朧

た
。

「
あ
ら
、
何
か
し
ら
。
」

　
そ
の
影
は
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て

二
枚
の
鏡
の
間
に
立
ち
ま
し
た
。

「
こ
ん
ち
は
。
」

「
あ
ん
た
、
誰
？
」

「
オ
レ
、
悪
魔
さ
。
」

　
よ
く
見
る
と
黒
い
体
に
尻
尾
が

は
え
て
、
と
ん
が
り
耳
の
、
絵
本

な
ん
か
に
よ
く
出
て
く
る
悪
魔
に

そ
っ
く
り
で
し
た
。
で
も
、
ど
こ

と
な
く
間
の
抜
け
た
感
じ
で
す
。

「
ね
え
、
悪
魔
っ
て
悪
く
っ
て
こ

わ
い
ん
で
し
ょ
う
？
」

　
カ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
恐
る
巡
る
聞
き
ま
し
た
。

「
そ
う
さ
。
」

　
そ
の
悪
魔
は
え
ら
そ
う
に
胸
を
そ
ら
し
ま

し
た
。「

で
も
、
何
で
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
ら
出
て
き

た
の
？
」

「
う
ん
、
実
は
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
’

　
悪
魔
は
も
じ
も
じ
し
て
言
い
ま
し
た
。

「
何
か
悪
い
こ
と
し
た
の
？
」

「
う
ん
、
え
一
と
、
悪
い
こ
と
す
る
の
が
オ

レ
の
仕
事
だ
ろ
？
」

「
そ
う
い
え
ば
そ
う
ね
。
」

「
と
こ
ろ
が
さ
、
オ
レ
が
と
り
つ
い
た
人
間

は
皆
、
い
く
ら
頼
ん
で
も
悪
い
こ
と
し
な
い

し
、
ぜ
ん
ぜ
ん
不
幸
に
も
な
ら
な
い
ん
だ
θ

「
あ
ん
た
ね
、
自
分
の
お
仕
事
、
ち
ゃ
ん
と

し
な
き
ゃ
だ
め
じ
ゃ
な
い
の
一

　
悪
魔
は
シ
ョ
ン
ボ
り
う
な
だ
れ
ま
し
た
。

カ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
何
だ
か
か
わ
い
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

「
ね
え
、
元
気
だ
し
な
さ
い
よ
。
そ
の
う
ち

ギ
つ
ま
く
い
く
わ
よ
。
あ
、
そ
う
だ
、
あ
た
し

に
と
り
つ
い
て
み
る
？
」

「
う
ん
、
で
も
ね
え
θ

「
ほ
ん
と
、
は
っ
き
り
し
な
い
わ
ね
え
。
お

仕
事
す
る
気
あ
る
の
？
」

　
悪
魔
は
何
だ
か
強
引
に
カ
ヨ
ち
ゃ
ん
に
と

り
つ
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

カ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
い
た
ず
ら
好
き
に
な
っ
た
だ

け
で
、
か
え
っ
て
お
友
達
が
ふ
え
た
り
し
て

い
ま
す
。
不
幸
の
か
け
ら
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
ん
た
っ
て
き
っ
と
才
能
が
な
い
の
よ
ね
。

で
も
あ
た
し
、
あ
ん
た
み
た
い
な
悪
魔
っ
て

い
て
も
い
い
と
思
う
の
θ

　
二
人
が
話
し
て
い
ま
す
。
失
敗
し
た
悪
魔

は
ま
た
鏡
の
中
に
帰
さ
れ
る
の
で
す
。
で
も

鏡
を
あ
わ
せ
れ
ば
ま
た
あ
え
ま
す
。
あ
な
た

も
そ
ん
な
悪
魔
に
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
福
島
光
信
）

　
訂
正
　
十
一
月
号
本
欄
に
お
い
て
、
　
〈
悪

友
〉
を
〈
悪
魔
〉
と
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

m
介

　
『
日
本
人
の
病
気
観

　
　
　
　
　
　
　
－
象
徴
人
類
学
的
考
察
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
貫
恵
美
子
著

　
宗
教
は
病
い
の
苦
し
み
と
密
接
に
か
か
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
病
い
や
、
死
や
、
精
神
療
法
な

ど
に
つ
い
て
文
化
論
の
側
面
か
ら
詳
細
に
考
察

し
、
漢
方
療
法
、
信
仰
治
療
な
ど
を
人
類
学
的

に
分
析
し
説
明
し
て
い
る
の
で
、
宗
教
活
動
に

た
ず
さ
わ
る
人
に
は
ぜ
ひ
一
読
を
す
す
め
た
い

書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
岩
波
書
店
・
二
二
〇
〇
円
）

　
『
人
間
と
し
て
み
た
ブ
ッ
ダ
と
キ
リ
ス
ト
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
七
平
著

　
山
本
七
平
氏
が
、
中
村
元
、
梅
原
猛
、
秦
剛

平
、
ト
マ
ス
・
イ
ン
モ
ー
ス
、
遠
藤
周
作
、
井

上
洋
治
、
小
室
直
樹
氏
等
、
仏
教
・
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
と
対
談
を
通
じ
、
日
本
人
の
宗
教
を

浮
彫
り
に
し
、
日
本
人
と
は
何
か
そ
の
輪
郭
を

さ
ぐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
原
書
房
・
一
六
〇
〇
円
）

　
『
塔
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
猛
撃

　
塔
、
神
社
仏
閣
の
成
立
、
構
造
様
式
を
通
じ

て
、
お
ど
ろ
お
ど
う
し
き
権
力
と
そ
の
歴
史
の

断
片
を
解
明
し
て
ゆ
く
。
も
ち
ろ
ん
半
分
以
上

は
筆
者
の
推
論
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
著

者
自
身
が
述
べ
て
い
る
通
り
認
め
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
が
、
大
筋
の
的
は
は
ず
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
緊
迫
感
が
た
だ
よ
う
。
『
隠
さ
れ
た
十
字

架
』
『
水
底
の
歌
』
等
の
著
書
も
あ
わ
せ
て
、
筆

者
の
情
念
の
世
界
を
味
わ
っ
て
み
た
ら
い
か
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
英
社
・
四
六
〇
円
）

　
　
『
禅
味
滋
味
－
精
進
料
理
一
二
三
品
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
宗
哲
著

　
か
つ
て
『
精
進
料
理
大
事
典
』
を
編
纂
し
、

仏
教
料
理
研
究
会
を
主
宰
す
る
著
者
が
、
一
二

三
品
の
料
理
を
紹
介
し
、
逸
話
な
ど
を
ま
じ
え

た
楽
し
い
書
で
あ
る
。
寺
庭
の
書
架
に
も
ぜ
ひ

備
え
て
ほ
し
い
。
料
理
布
教
、
食
供
養
の
よ
き

手
引
き
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
実
業
之
日
本
社
・
一
二
〇
〇
円
）

　
『
観
音
経
法
話
（
上
）
（
下
）
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
好
胤
著

　
観
音
経
講
話
の
本
は
沢
山
あ
る
が
、
こ
れ
は

日
本
女
子
大
同
窓
会
”
重
創
会
”
に
於
て
の
講

義
を
ま
と
め
た
も
の
な
の
で
、
わ
か
り
易
く
、

種
々
例
を
あ
げ
て
説
明
を
し
て
あ
る
の
も
大
変

よ
い
。
殊
に
女
性
の
方
に
読
ん
で
頂
き
た
い
と

思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
談
社
・
一
〇
〇
〇
円
）

　
　
『
み
ち
の
く
古
寺
巡
札
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
富
雄
著

　
古
寺
や
仏
像
と
い
え
ば
、
奈
良
、
京
都
、
鎌

倉
な
ど
の
そ
れ
を
ま
ず
考
え
る
が
、
本
書
は
眼

を
東
北
に
転
じ
て
、
そ
こ
に
存
在
し
た
素
朴
と

怪
奇
に
み
ち
た
独
特
の
「
み
ち
の
く
文
化
」
の

表
情
を
探
る
。
奥
州
藤
原
氏
三
代
の
栄
華
に
彩

ら
れ
た
東
北
の
こ
こ
ろ
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
　
　
　
（
日
本
経
済
新
聞
社
・
一
八
○
○
円
）

　
　
文
化
専
門
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
宝
田
正
道
、
中
野
東
禅
、
福
島
光
信
、
島
田

喜
久
子
、
阿
純
孝
　
　
　
　
　
－
推
薦
1
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第
三
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
は
、

記
の
通
り
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
日
　
　
時
〉

　
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
四
日
（
金
）

　
午
前
十
時

〈
会
　
　
場
〉

　
日
本
棋
院
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）

細
慧

左

　
　
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
一
級
以
下
）
、

　
　
E
（
五
級
以
下
）

②
オ
ー
ル
互
先

〈
審
　
　
判
〉

　
坂
田
栄
男
日
本
棋
院
理
事
長

　
増
淵
辰
子
六
段

〈
懇
親
会
〉

懸
懲
蠣
灘
欝
血
灘
難
．

61

N
2
月
1
4
日
号
日
本
棋
院
で

〈
参
加
資
格
〉

　
全
仏
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

〈
参
加
費
〉

　
一
万
円
（
昼
食
・
懇
親
会
費
・
記
念
品
代

　
　
　
　
　
を
含
む
）

〈
競
技
方
法
〉

①
次
の
ク
ラ
ス
を
選
択
す
る

　
　
A
（
五
段
以
上
）
、
B
（
三
・
四
段
）
、

　
大
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
兼
ね
て
行
う

〈
後
　
　
援
〉

　
財
団
法
人
　
日
本
棋
院
．

　
仏
教
タ
イ
ム
ス
社

〈
申
込
締
切
〉

　
昭
和
六
十
一
年
一
月
三
十
日

〈
問
い
合
せ
〉

全
仏
文
化
部
ま
で

基
本
法
第
二
波
中
央

総
決
起
集
会
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
人
が
参
加
し
て

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央

実
行
委
血
餅
（
会
長
大
谷
光
真
・
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
門
主
）
主
催
の
第
二
波
中
央
総
決
起
集

会
が
、
去
る
十
月
二
十
九
日
、
雨
が
降
る
東
京
・

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
、
約
一
万
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
た
。

　
壇
上
で
は
、
九
月
十
二
日
以
来
、
全
国
各
地

昭
和
六
十
年
十
二
月
一
日
発
行

で
基
本
法
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
全
国
大
行

進
隊
か
ら
、
差
別
の
実
態
報
告
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
基
本
法
制
定
実
現
へ
の
集
会
決
議
を
し

た
。　

　
全
仏
理
事
会
・
評
議

　
　
員
会
の
お
知
ら
せ

　
全
日
本
仏
教
会
理
事
会
・
評
議
貝
会
及
び
新

年
懇
親
会
を
、
来
る
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十

九
日
（
水
）
に
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開

催
し
ま
す
。発

煮
人
　
矢
　
萩
　
信
　
顕
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年末年始の事故防止

警察庁からのお願い

…
　
「
年
末
年
始
に
お
け

”
る
雑
踏
事
故
の
防
止
に

…
つ
い
て
」
と
い
う
要
望

鱒
書
が
、
十
一
月
八
日
遅

韓
け
で
警
察
庁
保
安
部
長

”
か
ら
全
仏
理
事
長
あ
て

韓
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

“
こ
れ
は
、
初
詣
、
日
興

”
行
等
へ
多
数
の
人
出
に

“
よ
る
混
雑
が
予
想
さ
れ

”
る
た
め
、
地
元
警
察
と

…
の
連
絡
を
密
に
し
て
、

“
事
故
防
止
に
万
全
の
措

“
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望

“
す
る
も
の
で
す
。

昭
和
6
1
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
容
三
帰
邦
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ

定
　
価

申
込
先

9
×
1
4
㎝

六
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一

四
　
全
仏
総
務
局

　
「
全
品
手
帳
係
」
宛

美
裏
獲
局
一
筆
〒
月
二
忙
苗

日
五
日

七六
日日

　
八
日

十
四
日

十
五
日

十
八
日

＋
九
日

同
宗
連
研
修
会
参
加

部
落
解
放
同
盟
連
続
講
座
出
席

日
宗
連
理
事
会

囲
碁
大
会
実
行
委
員
会

局
内
会
議

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
栃
木
）

基
本
法
実
行
委
員
会

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
理
事
会
出
席

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
：
（
群
馬
）

法
律
相
談
室

自
民
党
立
党
三
十
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

上
杉
家
本
葬
参
列

真
言
宗
醍
醐
派
管
長
本
葬
参
列

基
本
法
実
行
委
員
会

真
言
四
宗
派
同
和
研
修
会
出
席

二
＋
二
日

二
＋
五
日

二
＋
六
日

二
＋
七
日

二
＋
八
日

二
＋
九
日

三
＋
日

局
内
会
議

東
京
都
副
知
事
と
会
見

駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
歓
迎
会
出
席

全
日
仏
婦
大
会
出
席

神
奈
川
県
三
士
大
会
出
席

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
神
戸
）

基
本
法
に
つ
い
て
記
者
会
見

全
仏
改
革
委
員
会

基
本
法
実
行
委
貝
会

全
仏
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員
会

常
務
理
事
会

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
和
歌
山
）

同
和
委
員
会

自
民
党
と
会
談
　
　
　
　
　
　
・

ガ
ン
ジ
ー
首
相
歓
迎
会
出
席

文
化
会
議
運
営
委
員
会

基
本
法
実
行
委
員
会

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

一8一
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